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全
国
市
議
会
議
長
会
（
会
長
�

国
松
誠
・
藤
沢
市
議
会
議
長
）
は

７
月
１３
日
、
東
京
・
全
国
都
市
会

館
で
理
事
会
を
開
催
し
、
任
期
途

中
で
退
任
し
た
部
会
長
２
人
、
監

事
１
人
の
役
員
補
欠
選
任
を
行
う

と
と
も
に
、
５
月
の
定
期
総
会
で

議
決
さ
れ
た
２３
件
の
要
望
事
項
を

所
管
の
委
員
会
に
そ
れ
ぞ
れ
付
託

し
た
。

会
議
冒
頭
、
国
松
会
長
は
地
方

分
権
の
推
進
に
つ
い
て
、
国
庫
補

助
負
担
金
改
革
で
の
負
担
率
引
き

下
げ
や
、
不
十
分
な
税
源
移
譲
な

ど「
地
方
分
権
改
革
は
道
半
ば
、と

言
わ
ざ
る
を
得
な
い
」と
述
べ
た
。

そ
の
上
で
７
月
７
日
に
閣

議
決
定
し
た
「
骨
太
の
方

針
２
０
０
６
」
を
受
け
、

「
本
年
は
今
後
の
地
方
分

権
改
革
の
行
方
を
左
右
す

る
重
要
な
年
」と
強
調
。地

方
六
団
体
が
６
月
７
日
、

内
閣
・
国
会
に
提
出
し
た

「
地
方
分
権
の
推
進
に
関

す
る
意
見
書
」
の
提
言
実

現
に
向
け
、
各
理
事
の
さ

ら
な
る
協
力
を
求
め
た
。

会
議
で
は
、
５
月
２４
日

の
定
期
総
会
で
議
決
し
た

会
長
提
出
の
「
地
方
分
権

改
革
推
進
に
関
す
る
決

議
」
１
件
と
、
地
方
部
会

提
出
の
「
市
町
村
合
併
に

対
す
る
財
政
支
援
措
置
」

や
「
国
民
健
康
保
険
制
度

の
改
善
強
化
」
な
ど
を
求
め
る
要

望
事
項
２２
件
の
取
り
扱
い
に
つ
い

て
協
議
し
、
産
業
経
済
委
員
会
を

除
く
、
地
方
行
政
、
地
方
財
政
、

社
会
文
教
、
建
設
運
輸
の
４
委
員

会
へ
そ
れ
ぞ
れ
付
託
し
た
�
項
目

は
左
記
参
照
。

各
委
員
会
は
、
こ
れ
ら
の
付
託

事
項
を
受
け
、
前
年
度
か
ら
の
申

し
送
り
や
最
近
の
諸
情
勢
を
勘
案

し
要
望
書
を
決
定
。
１９
年
度
政
府

予
算
編
成
に
向
け
て
、
政
府
、
国

会
な
ど
関
係
方
面
へ
実
行
運
動
を

展
開
す
る
。

こ
の
ほ
か
会
議
で
は
、
５
委
員

会
の
委
員
長
（
も
し
く
は
副
委
員

長
）
が
、
今
後
の
委
員
会
の
運
営

や
活
動
方
針
等
に
つ
い
て
報
告
し

た
。
ま
た
、
役
員
の
補
欠
選
任
に

よ
り
東
海
部
会
長
に
石
川
久
雄
・

静
岡
市
議
会
議
長
、
四
国
部
会
長

に
岡
孝
治
・
徳
島
市
議
会
議
長
、

監
事
に
蔵
本
久
・
福
山
市
議
会
議

長
が
就
任
し
た
。

当
日
は
、
総
務
省
の
瀧
野
欣
彌

・
自
治
財
政
局
長
が
「
地
方
税
財

政
改
革
の
動
向
」
に
つ
い
て
説
明

し
た
。

各各
委委
員員
会会
へへ

のの
付付
託託
事事
項項

【
地
方
行
政
委
員
会
】

�
地
方
分
権
改
革
推
進
に
関
す
る

決
議
（
共
管
）

�
真
の
地
方
分
権
実
現
に
向
け
た

国
の
制
度
改
革
（
共
管
）

�
市
町
村
合
併
に
対
す
る
財
政
支

援
措
置
（
共
管
）

�
市
町
村
合
併
に
お
け
る
財
政
支

援
措
置
の
堅
持
（
共
管
）

�
合
併
特
例
債
及
び
補
助
金
の
運

用
（
共
管
）

�
拉
致
事
件
の
全
容
解
明
と
早
期

解
決
並
び
に
拉
致
被
害
者
に
対

す
る
支
援

�
北
方
領
土
問
題
の
早
期
解
決
と

隣
接
地
域
の
復
興
対
策

�
日
米
地
位
協
定
の
抜
本
的
見
直

し

【
地
方
財
政
委
員
会
】

�
地
方
分
権
改
革
推
進
に
関
す
る

決
議
（
共
管
）

�
真
の
地
方
分
権
実
現
に
向
け
た

国
の
制
度
改
革
（
共
管
）

�
市
町
村
合
併
に
対
す
る
財
政
支

援
措
置
（
共
管
）

�
市
町
村
合
併
に
お
け
る
財
政
支

援
措
置
の
堅
持
（
共
管
）

�
合
併
特
例
債
及
び
補
助
金
の
運

用
（
共
管
）

�
地
方
税
法
の
改
正
に
伴
う
周
知

【
社
会
文
教
委
員
会
】

�
真
の
地
方
分
権
実
現
に
向
け
た

国
の
制
度
改
革
（
共
管
）

�
国
民
健
康
保
険
制
度
の
改
善
強

化
�
義
務
教
育
施
設
の
設
備
整
備
費

の
充
実

�
市
町
村
に
よ
る
児
童
相
談
体
制

の
充
実

�
自
治
体
病
院
等
に
お
け
る
医
師

確
保
対
策
の
充
実

�
産
業
廃
棄
物
処
理
場
問
題
の
抜

本
的
解
決

【
建
設
運
輸
委
員
会
】

�
北
海
道
新
幹
線
の
建
設
促
進

�
道
路
特
定
財
源
の
確
保
と
東
北

地
域
に
お
け
る
道
路
交
通
網
の

整
備
促
進

�
雪
害
対
策
経
費
へ
の
補
助
拡
充

等
�
北
陸
新
幹
線
の
建
設
促
進

�
建
築
物
の
耐
震
性
に
係
る
防
災

対
策
の
充
実
強
化

�
防
災
対
策
の
充
実
強
化

�
生
活
バ
ス
路
線
対
策
事
業
に
対

す
る
補
助
制
度
の
充
実

�
高
速
自
動
車
道
並
び
に
国
道
バ

イ
パ
ス
等
の
道
路
整
備
促
進

	
東
九
州
自
動
車
道
の
整
備
促
進

（昭和３６年１２月２０日第三種郵便物認可）

第1623号７月２５日平成18年
（2006年）

委委
員員
会会
へへ
総総
会会
議議
決決
２２３３
件件
をを
付付
託託

理
事
会
を
開
催
―
本
会

大竹 邦実

あ
い
さ
つ
す
る
国
松
会
長（
中
央
）

（１） 平成１８年７月２５日 第１６２３号
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議

会

人

事

全
国
市
議
会
議
長
会
の
本
年
度
委
員
会
活
動
が
始
ま
っ
た
。
ま
ず

７
月
１９
日
に
は
、
地
方
財
政
委
員
会
、
建
設
運
輸
委
員
会
を
開
催
。

続
い
て
２５
日
に
は
産
業
経
済
委
員
会
、
２６
日
に
は
地
方
行
政
委
員

会
、
社
会
文
教
委
員
会
を
開
催
す
る
。
委
員
会
で
は
平
成
１９
年
度
政

府
予
算
の
概
算
要
求
に
向
け
た
要
望
を
決
定
す
る
と
と
も
に
、
要
望

実
現
の
た
め
関
係
方
面
へ
実
行
運
動
を
展
開
す
る
。
地
方
財
政
、
建

設
運
輸
両
委
員
会
の
会
議
概
要
等
は
次
の
と
お
り
。

地地
方方
財財
政政
委委
員員
会会

地
方
財
政
委
員
会
（
委
員
長
�

後
藤
薫
廣
・
恵
那
市
議
会
議
長
）

は
７
月
１９
日
、
東
京
・
全
国
都
市

会
館
で
委
員
会
を
開
き
、
副
委
員

長
の
梶
敏
・
歌
志
内
市
議
会
議
長

の
議
事
進
行
に
よ
り
、
１９
年
度
地

方
税
財
政
対
策
に
つ
い
て
の
要
望

を
決
定
し
た
。

要
望
事
項
等
は
次
の
と
お
り
。

１
�
真
の
地
方
分
権
改
革
の
確
実

な
実
現
�
分
権
改
革
の
推
進
方
策

と
分
権
改
革
へ
の
地
方
の
参
画
、

分
権
改
革
の
税
財
政
面
で
の
具
体

的
方
策
の
推
進
な
ど
地
方
六
団
体

が
内
閣
・
国
会
に
提
出
し
た
意
見

書
の
提
言
実
現

２
�
都
市
税
源
等
の
充
実
強
化
�

地
方
分
権
改
革
に
伴
う
大
幅
な
税

源
移
譲
の
実
現
、
都
市
税
源
の
充

実
確
保
、
地
方
道
路
目
的
財
源
の

充
実
強
化
な
ど

３
�
地
方
交
付
税
の
所
要
総
額
の

確
保
�
地
方
交
付
税
の
所
要
総
額

の
確
保
、
削
減
あ
り
き
の
地
方
交

付
税
見
直
し
の
断
固
阻
止
、
地
方

交
付
税
の
算
定
等
を
通
じ
た
確
実

な
財
源
措
置
な
ど

４
�
国
庫
補
助
負
担
金
の
整
理
合

理
化
�
補
助
負
担
率
の
引
き
下
げ

反
対
、
国
直
轄
事
業
負
担
金
の
廃

止
な
ど

５
�
地
方
債
資
金
の
所
要
額
の
確

保
等
�
公
営
企
業
金
融
公
庫
廃
止

後
の
新
た
な
枠
組
み
の
整
備
、
公

債
費
負
担
対
策
の
拡
充
な
ど

６
�
地
方
公
営
企
業
の
経
営
健
全

化
等
�
公
営
企
業
繰
出
金
の
所
要

額
確
保
、
地
方
公
営
企
業
に
対
す

る
財
政
措
置
の
充
実
強
化
な
ど

会
議
終
了
後
、正
副
委
員
長
は
、

要
望
実
現
に
向
け
総
務
省
な
ど
関

係
方
面
に
実
行
運
動
を
行
っ
た
。

当
日
は
、
総
務
省
自
治
財
政
局

の
佐
藤
文
俊
・
財
政
課
長
が
「
地

方
財
政
を
め
ぐ
る
最
近
の
動
向
」

に
つ
い
て
、
同
省
自
治
税
務
局
の

株
丹
達
也
・
企
画
課
長
が
「
地
方

税
制
を
め
ぐ
る
最
近
の
動
向
」
に

つ
い
て
説
明
し
た
。

建建
設設
運運
輸輸
委委
員員
会会

建
設
運
輸
委
員
会
（
委
員
長
�

平
舘
幸
雄
・
釜
石
市
議
会
議
長
）

は
７
月
１９
日
、
東
京
・
全
国
都
市

会
館
で
委
員
会
を
開
き
、
１９
年
度

建
設
運
輸
対
策
に
つ
い
て
の
要
望

を
決
定
し
た
。

要
望
事
項
等
は
次
の
と
お
り
。

１
�
自
然
災
害
対
策
の
推
進
�
地

震
・
津
波
災
害
対
策
の
推
進
、
砂

防
・
治
水
対
策
の
推
進
、
雪
害
対

策
の
推
進
、
被
災
者
生
活
再
建
支

援
法
等
に
基
づ
く
支
援
の
拡
充

２
�
各
種
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整

備
の
推
進
�
道
路
整
備
の
促
進
、

鉄
道
交
通
網
整
備
の
推
進
、
地
方

バ
ス
路
線
維
持
対
策
の
充
実
、
空

港
整
備
の
推
進
、
港
湾
整
備
等
の

推
進

３
�
都
市
基
盤
整
備
の
推
進
�
中

心
市
街
地
活
性
化
の
推
進
、
下
水

道
整
備
の
推
進
、
都
市
公
園
等
事

業
の
推
進
、
耐
震
強
度
偽
装
問
題

に
係
る
支
援
の
推
進

４
�
観
光
立
国
の
推
進
�
「
観
光

立
国
行
動
計
画
」
に
基
づ
く
各
種

施
策
の
推
進
、
各
地
域
が
持
つ
魅

力
を
向
上
さ
せ
観
光
に
活
用
す
る

「
一
地
域
一
観
光
」
の
推
進
、
地

元
自
治
体
な
ど
の
観
光
関
係
者
が

行
う
観
光
を
軸
と
し
た
地
域
づ
く

り
へ
の
ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
両
面
か

ら
の
総
合
的
支
援
の
推
進
、
観
光

客
輸
送
の
充
実
を
図
る
各
種
交
通

網
整
備
の
推
進
、
外
国
人
旅
行
者

誘
致
促
進
の
た
め
の
入
国
審
査
手

続
の
円
滑
化
推
進

会
議
終
了
後
、
正
副
委
員
長

は
、
国
土
交
通
省
の
安
富
正
文
・

事
務
次
官
、
谷
口
博
昭
・
技
監
ら

に
面
談
す
る
な
ど
、
要
望
実
現
に

向
け
実
行
運
動
を
行
っ
た
。

当
日
は
、
国
土
交
通
省
道
路
局

の
岡
本
博
・
企
画
課
長
が
「
道
路

行
政
の
現
状
と
課
題
」
に
つ
い

て
、
同
省
都
市
・
地
域
整
備
局
の

大
藤
朗
・
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

が
「
中
心
市
街
地
活
性
化
法
等
の

施
行
」
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

▼
議
長

▽
日
光

田
井

哲
（
５
・
１２
）

▽
北
名
古
屋

大
嶌
治
雅（
５
・
２２
）

▽
西
予

松
島
義
幸
（
５
・
２６
）

▽
鉾
田

小
沼
洋
一
（
６
・
５
）

▽
船
橋

安
藤
信
宏
（
６
・
５
）

▽
吹
田

信
田
邦
彦
（
６
・
５
）

▽
備
前

歳
安
友
繁
（
６
・
５
）

▽
大
阪

坂
井
良
和
（
６
・
６
）

▽
筑
西

吉
澤
範
夫
（
６
・
７
）

▽
さ
い
た
ま

青
木
一
郎（
６
・
７
）

▽
石
巻

�
橋
誠
志
（
６
・
８
）

▽
所
沢

大
�
靖
治
（
６
・
８
）

▽
市
川

佐
藤
義
一
（
６
・
８
）

▽
青
梅

中
村
義
雄
（
６
・
９
）

▽
千
葉

三
須
和
夫
（
６
・
９
）

▽
鴨
川

谷

一
浩
（
６
・
９
）

▽
芦
屋

長
野
良
三
（
６
・
９
）

▽
小
松
島

中
山

功
（
６
・
９
）

▽
伊
予

竹
本

清
（
６
・
９
）

▽
神
戸

浜
本
り
つ
子
（
６
・
１２
）

▽
江
津

室
安
延
博
（
６
・
１２
）

▽
甲
府

原
田
英
行
（
６
・
１３
）

▽
飯
能

佐
野
春
雄
（
６
・
１３
）

▽
和
歌
山

貴
志
啓
一
（
６
・
１３
）

▽
西
宮

草
加
智
清
（
６
・
１５
）

▽
高
知

津
村
一
年
（
６
・
１５
）

▽
三
島

鈴
木
正
男
（
６
・
２０
）

▼
副
議
長

▽
日
光

山
越
梯
一
（
５
・
１２
）

▽
北
名
古
屋

牧
野
孝
治（
５
・
２２
）

▽
西
予

松
山

清
（
５
・
２６
）

▽
大
田（
東
京
）
高
橋

博（
５
・
２９
）

▽
沼
津

服
部
博
義
（
６
・
５
）

▽
吹
田

生
野
秀
昭
（
６
・
５
）

本年度

委委
員員
会会
活活
動動
始始
まま
るる

要
望
ま
と
め
運
動

あいさつする梶副委員長（歌志内市）

平舘幸雄委員長
（釜石市）

谷口国土交通省技監（右から２人目）と面談

後藤薫廣委員長
（恵那市）

第１６２３号 平成１８年７月２５日 （２）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報



全
国
公
営
交
通
事
業
都
市
議
長

会（
会
長
�
税
所
史
熙
・
熊
本
市
議

会
議
長
）
は
７
月
１２
日
、
東
京
・

ル
ポ
ー
ル
麹
町
で
総
会
を
開
催
。

平
成
１９
年
度
予
算
編
成
に
向
け
た

要
望
書
を
決
定
す
る
と
と
も
に
、

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
を
行

い
、
新
会
長
に
間
山
勲
・
青
森
市

議
会
議
長
を
選
任
し
た
。

公
営
交
通
事
業
は
現
在
、
輸
送

需
要
の
伸
び
の
鈍
化
、
交
通
に
対

す
る
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
な
ど
に
よ

り
、
経
営
を
維
持
す
る
こ
と
が
困

難
な
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
。

特
に
、
乗
合
バ
ス
事
業
に
つ
い

て
は
、
１４
年
２
月
の
需
給
調
整
規

制
廃
止
に
よ
り
競
争
原
理
が
導
入

さ
れ
、
路
線
バ
ス
の
撤
退
等
が
自

由
化
さ
れ
て
い
る
。
現
在
、
過
疎

化
の
進
行
、
マ
イ
カ
ー
の
普
及
等

に
よ
り
バ
ス
利
用
者
が
恒
常
的
に

減
少
し
て
い
る
中
、
事
業
者
の
７

割
が
赤
字
で
あ
り
、
バ
ス
路
線
を

維
持
す
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
で

あ
る
。

そ
こ
で
要
望
書
で
は
、
▽
経
営

基
盤
の
強
化
▽
地
域
住
民
の
バ
ス

路
線
維
持
及
び
生
活
交
通
の
確
保

▽
公
営
企
業
債
の
拡
充
―
―
な
ど

に
つ
い
て
求
め
て
い
る
。

当
日
は
、
総
務
省
自
治
財
政
局

の
高
橋
喜
代
志
・
公
営
企
業
経
営

企
画
室
長
が
「
公
営
企
業
事
業
の

現
状
と
課
題
」
に
つ
い
て
、
国
土

交
通
省
自
動
車
交
通
局
旅
客
課
の

尾
本
和
彦
・
生
活
交
通
対
策
室
長

が「
バ
ス
行
政
の
現
状
と
課
題
」に

つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
説
明
し
た
。

関関
係係
予予
算算
のの
増増
額額
をを

基
地
協
議
会

全
国
市
議
会
議
長
会
基
地
協
議

会
（
会
長
�
石
川
和
夫
・
福
生
市

議
会
議
長
）
は
７
月
１４
日
、
東
京

・
全
共
連
ビ
ル
で
理
事
会
を
開
催

し
、
基
地
対
策
関
係
予
算
の
増
額

確
保
等
に
関
す
る
要
望
を
決
定
し

た
。要

望
は
、
基
地
関
係
施
設
の
所

在
に
伴
い
発
生
す
る
様
々
な
財
政

需
要
な
ど
の
特
殊
事
情
に
よ
り
、

関
係
市
町
村
の
行
財
政
運
営
が
、

大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
る
こ
と
か

ら
、
�
基
地
交
付
金
・
調
整
交
付

金
の
増
額
確
保
等
�
地
方
財
政
措

置
の
充
実
強
化
�
基
地
周
辺
整
備

対
策
の
充
実
強
化
�
基
地
周
辺
安

全
対
策
の
徹
底
等
―
―
を
求
め
て

い
る
。
今
後
、
同
協
議
会
で
は
要

望
事
項
実
現
の
た
め
、
平
成
１９
年

度
政
府
予
算
編
成
に
向
け
、
関
係

方
面
に
対
し
実
行
運
動
を
実
施
す

る
予
定
と
し
て
い
る
。

当
日
は
、
総
務
省
自
治
税
務
局

の
関
啓
一
郎
・
固
定
資
産
税
課

長
、
防
衛
施
設
庁
施
設
部
の
高
橋

憲
一
・
施
設
企
画
課
長
が
、
「
平

成
１９
年
度
基
地
対
策
関
係
予
算
要

求
に
お
け
る
諸
問
題
等
」
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
説
明
し
た
。

一
連
の
構
造
改
革
に
よ
り
、
従

来
、
国
や
地
方
自
治
体
が
税
金
で

運
営
し
て
い
た
公
共
サ
ー
ビ
ス
の

民
営
化
、
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
化

が
進
み
つ
つ
あ
る
。
民
間
か
ら
の

視
点
で
見
る
と
、
新
し
い
巨
大
市

場
が
生
ま
れ
た
こ
と
に
な
る
。
こ

れ
を
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
マ
ー
ケ
ッ
ト

と
呼
ぶ
。

欧
米
諸
国
な
ど
の
例
を
見
て

も
、
こ
こ
か
ら
成
長
力
あ
る
新
産

業
、
新
興
企
業
が
多
数
登
場
し
て

い
る
。
わ
が
国
で
も
景
気
回
復
の

牽
引
力
、
雇
用
創
出
の
場
と
し
て

期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。

現
在
、
大
き
な
パ
ブ
リ
ッ
ク
・

マ
ー
ケ
ッ
ト
と
し
て
は
、
廃
棄
物

処
理
、
医
療
福
祉
、
Ｉ
Ｔ
、
上
下

水
道
、
電
力
供
給
の
５
分
野
が
あ

げ
ら
れ
る
。
あ
る
研
究
機
関
の
推

定
で
は
、
こ
の
５
分
野
の
市
場
規

模
は
合
計
１１
・
４
兆
円
に
の
ぼ
る
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
ヘ

の
参
入
に
は
巨
額
の
投
資
が
必
要

と
な
る
た
め
、
資
金
と
ノ
ウ
ハ
ウ

を
も
つ
外
資
系
企
業
を
受
け
入
れ

る
な
ど
、
公
正
な
市
場
を
つ
く
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

一
方
で
住
民
の
安
全
・
安
心
に

直
結
す
る
だ
け
に
、
行
政
は
し
っ

か
り
市
場
の
管
理
を
行
わ
ね
ば
な

ら
な
い
。こ
う
し
た
事
情
を
受
け
、

新
し
い
官
民
協
業
の
方
法
と
し

て
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
（
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
・
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ

ブ
）
と
呼
ば
れ
る
民
間
資
金
導
入

方
法
も
盛
ん
に
な
っ
て
い
る
。

▽
備
前

�
岡
紀
久
子
（
６
・
５
）

▽
大
阪

高
田
雄
七
郎
（
６
・
６
）

▽
筑
西

松
本
定
一
（
６
・
７
）

▽
さ
い
た
ま

清
水
賢
一（
６
・
７
）

▽
坂
戸

桜
井
邦
男
（
６
・
７
）

▽
石
巻

大
槻
幹
夫
（
６
・
８
）

▽
所
沢

小
川
京
子
（
６
・
８
）

▽
菊
池

松
本

登
（
６
・
８
）

▽
青
梅

村
上
光
永
（
６
・
９
）

▽
千
葉

中
野
渡
時
男
（
６
・
９
）

▽
鴨
川

渡
邉
�
俊
（
６
・
９
）

▽
芦
屋

中
島
健
一
（
６
・
９
）

▽
小
松
島

二
木
藤
昌
（
６
・
９
）

▽
伊
予

日
野

健
（
６
・
９
）

▽
神
戸

片
岡
雄
作
（
６
・
１２
）

▽
江
津

福
原
昭
平
（
６
・
１２
）

▽
甲
府

保
坂
一
夫
（
６
・
１３
）

▽
飯
能

鳥
居
誠
明
（
６
・
１３
）

▽
呉

小
泉
曙
臣
（
６
・
１３
）

▽
和
歌
山

遠
藤
富
士
雄（
６
・
１３
）

▽
野
田

添
田
ひ
ろ
子
（
６
・
１４
）

▽
田
辺

鈴
木
太
雄
（
６
・
１４
）

▽
西
宮

川
畑
和
人
（
６
・
１５
）

▽
高
知

岡
部
忠
孝
（
６
・
１５
）

▽
尾
道

井
上
文
伸
（
６
・
１６
）

▽
三
次

沖
原
賢
治
（
６
・
１６
）

▽
結
城

船
橋

清
（
６
・
２０
）

▽
三
島

宮
沢
正
美
（
６
・
２０
）

▼
事
務
局
長

▽
塩
尻

川
上
惠
美
子
（
４
・
１
）

▽
志
木

志
村
昭
二
（
４
・
１
）

▽
菊
川

沢
崎
久
雄
（
４
・
１
）

▽
倉
吉

景
山

敏
（
４
・
１
）

▽
三
次

反
田
博
美
（
４
・
１
）

▽
西
予

九
鬼
則
夫
（
４
・
１
）

▽
北
名
古
屋

加
藤
公
久（
５
・
２２
）

▽
伊
勢
原

岩
崎

勲
（
６
・
１
）

時の話題

公
営
交
通
議
長
会
が
総
会
開
く

経
営
基
盤
の
強
化
な
ど
要
望
決
定

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
マ
ー
ケ
ッ
ト

進
む
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
民
営
化

会議のもよう。中央は石川基地協会長

間山新会長
（青森市）

あいさつする税所公営交通議長会会長

（３） 平成１８年７月２５日 第１６２３号（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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福
岡
県
筑
紫
野
市
、
太
宰
府

市
、
小
郡
市
の
３
市
が
水
源
と
し

て
い
る
「
県
営
山
神
ダ
ム
（
筑
紫

野
市
・
昭
和
５４
年
設
置
）」
の
上

流
に
あ
る
産
業
廃
棄
物
処
理
場
内

で
、
平
成
１１
年
１０
月
に
硫
化
水
素

ガ
ス
が
発
生
し
、
３
人
が
死
亡
す

る
事
故
が
起
き
た
。
こ
の
処
理
場

に
は
、
福
岡
県
内
は
も
と
よ
り
、

遠
く
関
東
地
方
か
ら
も
大
量
の
産

業
廃
棄
物
が
持
ち
込
ま
れ
、
約
１

３
７
万
�
が
投
棄
さ
れ
て
い
る
。

事
故
発
生
後
、
福
岡
県
は
違
法

な
埋
め
立
て
が
あ
っ
た
と
し
て
、

昨
年
６
月
に
産
業
廃
棄
物
処
理
施

設
や
処
理
業
な
ど
の
全
て
の
許
可

を
取
消
し
た
が
、
現
在
も
致
死
濃

度
を
超
え
る
硫
化
水
素
ガ
ス
が
発

生
し
て
い
る
。

市
民
の
間
で
は
、
処
理
場
建
設

計
画
当
時
か
ら
、
将
来
の
飲
料
水

と
周
辺
環
境
へ
の
悪
影
響
が
出
る

の
で
は
と
い
う
不
安
と
根
強
い
不

信
感
が
生
じ
て
お
り
、
産
廃
処
理

場
の
設
置
許
可
に
対
す
る
反
対
運

動
が
展
開
さ
れ
て
い
た
。

近
年
、
特
に
産
業
廃
棄
物
問
題

に
対
し
、
市
民
の
関
心
が
高
ま
っ

て
お
り
、
筑
紫
野
市
議
会
で
は
継

続
的
か
つ
計
画
的
に
取
り
組
み
、

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
の
調
査
・
研
究
を
行
う
こ

と
を
目
的
と
し
て
「
産
業
廃
棄
物

問
題
対
策
特
別
委
員
会
」
を
１１
年

１１
月
に
設
置
し
た
。

こ
の
よ
う
な
産
廃
処
理
場
問
題

は
、
単
な
る
一
処
理
場
で
発
生
し

た
問
題
で
は
な
く
、
国
全
体
の
問

題
で
あ
る
と
の
認
識
に
立
ち
、

「
筑
紫
野
市
に
お
け
る
産
業
廃
棄

物
処
理
場
の
現
状
と
課
題
」
を
議

題
と
し
て
、本
年
３
月
８
日
、全
国

市
議
会
議
長
会
社
会
文
教
委
員
会

正
副
委
員
長
会
議
を
本
市

で
開
催
。
処
理
場
の
現
地

視
察
な
ど
を
行
い
、
よ
り

広
く
全
国
的
な
運
動
を
展

開
す
る
こ
と
で
産
廃
処
理

場
問
題
の
解
決
を
図
っ
て

い
く
こ
と
を
確
認
し
た
。

ま
た
、
産
廃
処
理
場
問

題
の
解
決
策
と
し
て
、
処

理
場
の
立
地
規
制
、
処
理

場
閉
鎖
後
の
安
全
管
理
、

情
報
公
開
な
ど
安
全
で
環

境
に
悪
影
響
を
及
ぼ
さ
な

い
制
度
の
確
立
な
ど
を
求
め
る
要

望
を
ま
と
め
、
「
産
業
廃
棄
物
処

理
場
問
題
の
抜
本
的
解
決
に
つ
い

て
」
を
議
題
と
し
て
提
出
。
福
岡

県
中
部
１０
市
市
議
会
議
長
会
を
皮

切
り
に
福
岡
県
南
市
議
会
議
長

会
、
福
岡
県
市
議
会
議
長
会
、
九

州
市
議
会
議
長
会
で
、
そ
れ
ぞ
れ

採
択
さ
れ
、
５
月
２４
日
開
催
の
全

国
市
議
会
議
長
会
総
会
で
も
可
決

し
た
。

産
廃
処
理
場
問
題
は
県
内
・
国

内
の
ど
こ
で
も
起
こ
り
う
る
問
題

で
あ
り
、
一
度
問
題
が
発
生
す
れ

ば
、
そ
の
原
状
回
復
に
は
膨
大
な

時
間
と
労
力
、
そ
し
て
莫
大
な
費

用
が
必
要
と
な
る
。
そ
の
た
め
、

本
年
６
月
定
例
市
議
会
に
お
い

て
、
筑
紫
野
市
、
太
宰
府
市
、
小

郡
市
の
各
市
議
会
で
議
員
発
議
に

よ
り
、
福
岡
県
内
の
市
長
と
市
議

会
議
長
を
会
員
と
し
、
国
・
県
に

対
し
産
廃
処
理
場
問
題
の
早
期
解

決
を
働
き
か
け
る
組
織
「
（
仮
称
）

産
業
廃
棄
物
処
理
場
問
題
の
抜
本

的
解
決
を
求
め
る
促
進
期
成
会
」

結
成
の
決
議
を
行
っ
た
。

今
後
は
、
全
県
的
組
織
の
結
成

を
目
指
し
て
共
通
の
深
刻
な
産
廃

処
理
場
問
題
解
決
の
た
め
に
理
解

を
求
め
、
促
進
期
成
会
へ
の
参
加

を
呼
び
か
け
て
い
く
こ
と
に
し
て

い
る
。

（
文
・
写
真
は
議
会
事
務
局
提
供
）

（財）東京市政調査会

第第１１４４回回『『都都市市問問題題』』公公開開講講座座
「子どもたちの教育をどうするのか」
第１４回「都市問題」公開講座は、「子どもたちの教育をど
うするのか」をテーマとして、下記の日程で開催します。
次の世代を担う子どもたちを、家庭・学校・地域はどのよ
うに育てていくべきなのだろうか。今、原点に立ち返って、
子どもたちの教育のあり方を考えていきます。
多数の方々のご参加をお待ちしております。
◎基調講演
小林 道雄氏（ノンフィクション作家）
◎パネルディスカッション
パネリスト
陰山 英男氏（立命館小学校副校長、立命館大学教授）
川上 佳美氏（ＮＰＯ法人ニュースタート事務局スタッフ）
西尾 理弘氏（出雲市長）
宗像 精氏（会津藩校日新館館長、前会津若松市教育長）
コーディネーター：新藤 宗幸氏（千葉大学教授）

記

◆日 時：平成１８年９月９日（土）
１３：３０～１６：３０

◆場 所：日本プレスセンター１０階ホール
（東京都千代田区内幸町２―２―１）

◆参 加 費：無料
◆申 込 み：東京市政調査会ホームページで

（http : //www.timr.or.jp）
◆申込期限：平成１８年９月１日（金）

（満席となり次第、受付終了）
◆問 合 せ：（財）東京市政調査会 研究室
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議 会
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産産
廃廃
処処
理理
場場
問問
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解解
決決
をを

筑
紫
野
市
議
会（
福
岡
県
）

梅
雨
前
線
に
よ
る
大
雨
で

６６
市市
にに
災災
害害
救救
助助
法法
適適
用用

九州議長会総会で下田議長が議案説明

社会文教委員会が産廃処理場を現地視察
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